






要約:筑波大学に入院した新生児奇形症例 202例を対象に,染色体異常の合併について検討

した。染色体異常症例は 11 例(5.4%)であり,このうち 8例が生後早期に死亡している。こ

の 11 例は出生前診断例ではないが,死亡した 8例は心疾患も含めて考えた場合全例出生前

に診断可能な疾患を有していた。疾患毎の染色体異常合併率の検討では,十二指腸閉鎖症の

33%を最高に,食道閉鎖症,臍帯ヘルニアの順で高くなっていた。さらに、心疾患の併存例で

は合併率は 47%の高率であることが判明した。 


